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 要  旨 
 近年，P2P コンテンツ配信技術が多くの注目を集めている．クライアントサーバシステムでは
クライアントが増加するほどサーバに負担がかかり，サーバの過負荷や通信速度の低下などパフ
ォーマンスが低下する．P2P ファイル共有システムではクライアントがサーバの役目も担いコン
テンツの配信をピア同士が協力して行うことで，ピアのアップロードが有効に活用されるため，
パフォーマンスが向上する．しかし，負荷分散の技術として P2P 技術は有用であるが，これまで，
制御方式の動作確認，方式の評価方法が難しく，P2P 技術には改良すべき問題がいくつかある． 
 問題の 1 つに制御におけるランダム値の利用が挙げられる．P2P ファイル共有アプリケーショ
ンの多くは，配信速度の向上のためにコンテンツを同一サイズの複数のピースに分割し，ユーザ
PC 間でピースを交換し合うことでファイルの完成を目指す．つまり，ピースの分割により，負
荷分散と並列ダウンロードによる高速化を実現している．これらのピース交換を行う上のネット
ワークの制御ではランダムの値が使用されている．しかし，ランダムの値を用いることでネット
ワーク的に遠い端末同士が通信する場合が多くなり，自分の所望のピースを所持しているピアが
近くにいるにも関わらず，ランダムを使用し遠くにいるピアへ接続してしまうことで冗長トラヒ
ックの増加を招き，P2P はネットワークへ多大な負荷をかけてきた．この問題を解決するために
は，バックボーンネットワークの帯域を圧迫する冗長なトラヒックを削減する制御が必要である．  
 そこで本論文では，既存の P2P の通信制御方式の修正を行う．制御に用いられているランダム
値がネットワークの負荷を与えていると考え，ランダム値の代わりに環境に合った適切な値を設
定することで冗長トラヒックの削減，ファイル転送の効率化による性能の向上を目指す．P2P の
ファイル配信アプリケーションとして，BitTorrent を用い，コンピュータシミュレーションで評
価を行う． BitTorrent のダウンロードにおける戦略（ピース選択戦略，ピア選択戦略）で用い
られているランダム値を排除し，ダウンロード効率が向上する戦略へ修正し評価を行う．ピース
選択戦略ではファイルのどの部分のピースをどのピアからダウンロードするという戦略を改良
し，ピースのローカライゼーションを目指す．ピア選択戦略では，ピアの選択を ISP 内のピアを
優先接続することで，ISP 間の冗長トラヒックを削減するローカライゼーションを実現し，さら
なるダウンロード速度の高速化と効率化を目指す．コンピュータシミュレーション実験により，
提案方式の有用性を明らかにする． 
 
